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   「
家
庭
訪
問
」

　
　
　
〜
喜
び
と
悲
し
み
を
分
か
ち
合
う
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
任
司
祭　

下
口
　
勲

　
今
年
は
戦
後
七
〇
周
年
。
終
戦
の
年
に

生
ま
れ
た
わ
た
し
は
今
年
、
古
希
（
七
〇

歳
）
と
な
り
ま
す
。
父
は
六
九
歳
で
、
長

男
は
四
七
歳
で
、
次
男
は
六
八
歳
で
逝
っ

て
い
ま
す
。
父
や
兄
よ
り
長
生
き
で
き
た

こ
と
を
神
に
感
謝
し
な
が
ら
、
羊
の
よ
う

に
温
順
に
過
ご
し
、
福
江
教
会
や
教
区
の

た
め
貢
献
す
る
年
に
す
る
夢
を
抱
い
て
司

牧
七
年
目
の
お
正
月
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
る
」

と
言
い
ま
す
。
新
年
の
司
牧
計
画
は
旧

年
七
月
か
ら
始
め
て
い
る
家
庭
訪
問
を

継
続
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
お
陰
さ

ま
で
週
二
回
巡
回
の
井
持
浦
教
会
の
家

庭
訪
問
は
は
か
ど
り
、
月
二
回
巡
回
の

浜
脇
教
会
と
所
帯
数
が
多
い
福
江
教
会

の
家
庭
訪
問
も
予
定
通
り
進
ん
で
い
ま

す
。

　

最
初
の
頃
は
、
世
帯
主
の
帰
宅
時
間

帯
を
見
計
ら
っ
て
夕
方
に
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
挨
拶
程
度
の
訪
問
で
し
た
。

し
か
し
現
在
は
こ
の
訪
問
の
仕
方
を
見

直
し
、
昼
間
に
、
在
宅
時
間
が
多
い
後

期
高
齢
者
の
自
宅
を
訪
問
し
、
玄
関
先

で
な
く
、
客
間
で
本
人
の
半
生
を
聞
い

て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
訪
問
で
は

配
偶
者
を
亡
く
し
た
高
齢
者
の
家
庭

や
、
着
任
後
六
年
の
間
に
、
足
腰
が
弱

り
、
主
日
ミ
サ
参
加
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
高
齢
信
徒
の
家
庭
を
優
先
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
訪
問
に
は
た
く
さ
ん

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
い

つ
訪
問
し
て
も
本
人
が
自
宅

に
お
ら
れ
る
の
で
、
相
手
の

時
間
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば

自
分
の
時
間
の
都
合
に
合
わ

せ
て
訪
問
で
き
る
こ
と
、
豊

か
な
人
生
経
験
を
聞
く
こ
と
で
、
教
え

ら
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
、

普
段
、
ミ
サ
依
頼
を
し
て
司
祭
の
生
活

を
支
え
て
く
れ
て
い
る
世
代
な
の
で
、

お
互
い
に
親
近
感
が
あ
る
こ
と
、
聞
き

手
の
わ
た
し
に
と
っ
て
、
メ
モ
を

と
り
な
が
ら
本
人
の
半
生
を
聞
く

こ
と
は
興
味
深
い
こ
と
、
四
季
お

り
お
り
の
家
庭
菜
園
や
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
の
説
明
を
眺
め
な
が
ら
聞
く

こ
と
は
世
帯
主
の
生
活
感
と
趣
味

が
分
か
っ
て
楽
し
く
、
時
に
は
お

土
産
に
有
機
野
菜
を
お
裾
分
け
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
な
ど
で

あ
る
。

　
新
年
に
あ
た
り
、
キ
リ
ス
ト
は
わ

た
し
た
ち
に
「
沖
に
漕
ぎ
出
し
、
漁

を
し
な
さ
い
。」
と
言
わ
れ
ま
す
。

去
年
、
開
催
し
た
教
区
代
表
者
会
議

で
は
、
教
会
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る

信
徒
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
信
徒

の
回
心
が
主
要
な
課
題
と
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
で
回
心
と
は
、
信
仰
を

通
し
て
キ
リ
ス
ト
と
そ
の
福
音
に

完
全
に
、
真
心
を
も
っ
て
一
致
す
る
こ

と
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
信
仰
生
活
も

福
江
小
教
区
の
今
年
度
の
各
委
員
会
活

動
も
、
教
区
シ
ノ
ド
ス
の
こ
の
成
果
を

反
映
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
長

崎
の
教
会
は
、
少
子
高
齢
、
経
済
優
先
、

世
俗
主
義
、
無
縁
社
会
の
挑
戦
を
受
け

て
い
ま
す
の
で
、
わ
た
し
た
ち
信
者
は
、

家
族
を
養
う
た
め
に
懸
命
に
働
き
な
が

ら
、
イ
エ
ス
が
歩
か
れ
た
信
仰
と
愛
の

道
を
歩
み
、
親
か
ら
受
け
継
い
だ
信
仰

を
し
っ
か
り
と
子
供
た
ち
に
伝
え
た
い

も
の
で
す
。
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下
五
島
地
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合
同
堅
信
式

　
一
月
十
八
日
（
日
）
十
一
時
よ
り
穏
や

か
な
日
和
の
中
、
下
五
島
合
同
堅
信
式
が

福
江
教
会
に
て
髙
見
大
司
教
様
の
司
式
で

行
わ
れ
た
。
今
回
は
合
わ
せ
て
十
九
名
の

受
堅
者
で
、
福
江
教
会
か
ら
は
八
名
（
中

学
生
六
名
・
大
人
二
名
）
が
堅
信
の
恵
み

を
授
か
っ
た
。

　
大
司
教
様
は
式
の
中
で
「
堅
信
の
秘
跡

は
洗
礼
の
お
恵
み
を
強
め
、
神
の
子
と
し
て

の
使
命
を
強
め
る
秘
跡
で
す
。
洗
礼
の
恵

み
に
よ
っ
て
神
様
に
愛
さ
れ
神
の
国
に
加
え

ら
れ
、
小
さ
い
時
か
ら
信
者
の
子
供
と
し

て
祈
り
、
恵
に
よ
っ
て
神
様
の
子
供
と
な
る

の
で
す
。
神
様
の
子
と
し
て
恵
み
を
大
事

に
し
て
下
さ
い
。
信
仰
は
愛
に
よ
っ
て
活
か

し
、
全
て
の
人
を
平
等
に
愛
す
る
神
の
子

と
し
て
受
入
れ
、
堅
信
に
よ
っ
て
さ
ら
に
力

を
入
れ
て
、
教
会
の
一
員
と
し
て
一
人
一

人
が
キ
リ
ス
ト
の
愛
を
証
す
る
教
会
の
た
め

に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
話
さ
れ
た
。

　
堅
信
式
の
後
感
謝
式
が
行
わ
れ
大
司
教

様
へ
奈
留
教
会
の
中
学
生
よ
り
、
先
祖
達

が
大
事
に
守
り
続
け
て
き
た
信
仰
を
大
事

に
引
き
継
ぎ
、
祈
っ
て
行
き
た
い
と
の
お

礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
浦
頭

教
会
の
保
護
者
か
ら
「
祖
先
が
繋
い
で
き

た
信
仰
は
、
神
様
の
も
と
で
天
国
へ
の
熱

い
思
い
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
少
し
で

も
近
付
く
事
が
出
来
る
よ
う
、
ま
た
、
教

会
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
離
さ
な
い
よ
う
に
、

共
に
祈
っ
て
い
け
た
ら
と
強
く
思
っ
て
い
ま

す
。」
と
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。 受堅者に声をかけられる髙見大司教様

　
一
月
二
七
日
（
火
）
真
冬
の
晴
れ
間
の

中
、
毎
年
恒
例
の
司
祭
団
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
堂
崎
教
会
か
ら
福
江
教
会
ま
で
の
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
は
、
司
祭
二
九
名
と
一
般
の
参

加
で
そ
の
中
に
は
二
名
の
女
性
も
い
た
。

　
福
江
教
会
の
前
で
ス
タ
ー
ト
前
に
全
員

の
完
走
と
安
全
を
願
い
お
祈
り
し
、
選
手

宣
誓
も
あ
っ
た
。そ
れ
か
ら
、車
で
ス
タ
ー

ト
の
堂
崎
教
会
と
浦
頭
教
会
に
向
か
い
、

十
時
の
ス
タ
ー
ト
を
待
っ
た
。

　
ス
タ
ー
ト
前
は
、準
備
運
動
し「
ス
タ
ー

ト
！
」
の
声
で
一
斉
に
走
り
出
し
た
。
同

時
に
、
浦
頭
教
会
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

  

司
祭
団

     

マ
ラ
ソ
ン
大
会２
０
１
５

部
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

沿
道
に
は
、
保
育
園
の
園
児
や
シ
ス

タ
ー
、
各
教
会
か
ら
司
祭
団
の
応
援
に
信

徒
が
駆
け
つ
け
た
。手
作
り
の
横
断
幕
や
、

旗
を
振
り
な
が
ら
特
に
地
元
の
神
父
様
が

通
る
時
に
は
、
応
援
が
盛
り
上
が
っ
た
。

　
コ
ー
ス
は
、上
り
坂
の
長
い
、ラ
ン
ナ
ー

に
は
苦
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
の
場
所

で
の
応
援
は
、
特
に
力
に
な
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　
ゴ
ー
ル
の
福
江
教
会
で
も
選
手
の
ゴ
ー

ル
を
待
つ
信
徒
が
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
張
っ

て
準
備
し
て
い
た
。

　
大
会
結
果
は

　
一
位　
川
原
昭
如
神
父
様
40
分
09
秒

　
二
位　
鶴
崎
伸
也
神
父
様
43
分
10
秒

　
三
位　
竹
谷　
誠
神
父
様
44
分
13
秒

で
あ
っ
た
。
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福
江
小
教
区
百
年
の
あ
ゆ
み

　
　

 
福
江
小
教
区
の
歴
代
主
任
司
祭
（
３
）

第
十
四
代

�
平
野 

勇 

師

第
十
五
代

�

濱
口 

末
男 

師

第
十
六
代

�

小
島 

栄 

師

　
第
十
四
代
主
任
司
祭
の
平
野
勇
師
は
上

黒
崎
町
生
ま
れ
。
昭
和
三
八
年
司
祭
叙

階
。
平
成
八
年
に
着
任
し
た
。
師
は
ミ
サ

が
終
わ
る
と
聖
堂
の
前
に
立
ち
気
軽
に
話

し
か
け
ら
れ
、
そ
の
気
配
り
と
気
さ
く
な

人
柄
は
、
多
く

の
信
徒
に
慕
わ

れ
た
。師
は「
ロ

ザ
リ
オ
の
祈
り

こ
そ
マ
リ
ア
様

が
一
番
よ
ろ
こ

ば
れ
る
」
と
、

毎
日
の
ミ
サ
の

前
に
ロ
ザ
リ
オ

を
唱
え
る
信
心

を
始
め
た
。
さ

ら
に
聖
堂
の
改

修
に
指
導
力
を

発
揮
さ
れ
た
。

ま
た
、
イ
エ
ス

キ
リ
ス
ト
の
生

誕
二
千
年
前
後

に
福
江
教
会
の

　

第
十
五
代
主
任
司
祭
の
濱
口
末
男
師

は
、
外
海
町
出
津
生
ま
れ
。
昭
和
五
〇
年

司
祭
叙
階
。
平
成
十
四
年
四
月
に
着
任
。

市
の
道
路
拡
張
の
折
、
桐
が
丘
墓
地
の
一

部
移
転
の
大
き
な
重
責
を
背
負
い
、
た
く

さ
ん
の
力
を
注
が
れ
た
。
小
学
生
を
対
象

に
剣
道
塾
「
雅
風
館
」
と
中
・
高
生
を
対

象
に
聖
歌
隊
、
青
年
を
対
象
に
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
を
開
設
さ
れ
た
。
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
で
特
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
好
き
な

師
は
、
チ
ー
ム
名
を
集
い
の
意
味
の
「
エ

ク
レ
ジ
ア
」
と
命
名
。
フ
ァ
ー
ス
ト
ピ
ッ

チ
と
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
の
二
チ
ー
ム
を
市

　
第
十
六
代
主
任
司
祭
の
小
島
栄
師
は
久

賀
生
ま
れ
。
昭
和
三
九
年
司
祭
叙
階
。
平

成
十
七
年
四
月
に
着
任
。
五
〇
年
ぶ
り
に

帰
っ
て
来

ら
れ
た
師

は
、
自
然

や
社
会
環

境
の
変
わ

り
よ
う
に

驚
か
れ
、

自
分
を
平

成
版
浦
島

太
郎
と
表

舵
取
り
を
任
せ
ら
れ
た
師
は
、
二
十
六
聖

人
殉
教
四
五
〇
年
祭
、
大
聖
年
記
念
聖
体

行
列
、
牢
屋
の
窄
殉
教
一
三
〇
周
年
な
ど

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
卓
越
し
た
指
導
力
で

成
功
に
導
い
た
。

に
正
式
に
登

録
、
新
し
い

ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
も
作
り
本

格
的
な
活
動

を
始
め
た
。

飾
り
気
の
な

い
、純
朴
で
、

人
間
味
豊
か

な
人
柄
で
信

徒
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
、
わ
ず
か
三
年
で

高
松
教
区
に
転
任
。
そ
の
後
、
平
成
二
三

年
六
月
大
分
教
区
の
司
教
に
叙
階
さ
れ

た
。

現
さ
れ
て
い
た
。
師
は
浅
子
教
会
主
任
司

祭
時
代
に
、
教
会
と
そ
の
周
囲
の
信
者
の

家
に
豪
華
な
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
マ
ス
コ
ミ
の
話
題
に

な
っ
た
が
、
福
江
教
会
で
も
ク
レ
ー
ン
車

を
使
っ
て
教
会
正
面
、
ル
ル
ド
の
洞
窟
、

教
会
前
広
場
に
豪
華
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
設
置
し
た
。

　

師
は
、
聖
体
を
受
け
る
子
供
た
ち
の

た
め
に
、
小
学
校
の
上
級
生
に
ホ
ス
チ

ア
の
手
作
り
体
験
を
さ
せ
た
。
畑
を
借

り
て
小
麦
作
り
か
ら
刈
り
取
り
、
脱
穀
、

パ
ン
焼
き
、
ご
聖
体
の
形
に
カ
ッ
ト
す
る

ま
で
の
工
程
を
参
加
さ
せ
、
そ
の
ご
聖
体

を
初
聖
体
で
授
け
ら
れ
た
。
お
お
ら
か
で

ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
話
し
上
手
な
司
祭

だ
っ
た
。

牢屋の窄殉教祭にて小麦作りの様子

牢屋の窄殉教記念祭にて（右）改修工事中の福江教会

第
十
七
代

�

下
口 

勲 

師

　

第
十
七
代

主
任
司
祭
の

下
口
勲
師

は
、
新
上
五

島
町
桐
生
ま

れ
。
昭
和

四
七
年
司
祭

叙
階
。
平
成

二
一
年
福
江

教
会
に
着
任
。
平
成
二
四
年
は
教
会
献 信徒会館
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堂
五
〇
周

年
、
平
成

二
六
年
の
設

立
百
周
年
に

向
け
、
着
任

し
て
す
ぐ
準

備
に
取
り
か

か
っ
た
。
ま

ず
、
教
会
献

堂
五
〇
周
年

を
記
念
し
信
徒
会
館
落
成
、
髙
見
大
司

教
様
の
意
向
に
よ
り
聖
堂
床
を
土
足
履

き
に
張
替
え
、
音
響
設
備
も
一
新
。
信

徒
の
協
力
で
「
島
の
信
仰
の
輝
き
」
を

出
版
。

　

ま
た
、
百
周
年
の
心
の
準
備
と
し

て
、
講
師
を
招
い
て
キ
リ
シ
タ
ン
時
代

に
つ
い
て
の
講
演
会
を
四
回
実
施
し

た
。
司
祭
館
の
改
築
は
髙
見
大
司
教
様

の
要
請
と
資
金
援
助
を
受
け
、
当
初

の
計
画
を
変
更
し
四
人
住
ま
い
と
し
て

建
設
し
た
。
そ
の
他
、
教
会
窓
の
工

事
、
信
徒
有
志
の
協
力
で
「
信
仰
の
あ

ゆ
み
」
石
碑
を
教
会
前
に
設
置
。
さ
ら

に
信
徒
の
協
力
で
、
先
祖
の
信
仰
の
素

晴
ら
し
さ
を
報
せ
る
書
籍
を
計
九
冊
出

版
す
る
な

ど
、
多
岐

に
渡
り
精

力
的
に
活

動
し
て
い

る
。

司祭館

◆
福
江
小
教
区
年
の
黙
想
会 

　
指
導
司
祭 

奈
留
教
会 

辻
原
達
也
神
父 

　
　
日　
時　
２
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
25
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
26
日
（
木
） 

　
　
【
午
前
の
部
】 

９
時
～
12
時  

　
　
【
午
後
の
部
】 

19
時
～
21
時
頃 

◆
信
徒
発
見
１
５
０
周
年

　
記
念
ミ
サ
に
つ
い
て

　

日
本
の
信
徒
発
見
の
聖
母
の
祝
日

を
記
念
し
、
連
続
ミ
サ
が
大
浦
天
主
堂

に
て
行
わ
れ
ま
す
。
13
時
30
分
か
ら
の

ミ
サ
に
つ
い
て
福
江
教
会
枠
と
し
て

30
名
予
約
し
て
い
ま
す
。
定
員
に
達
し

次
第
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。
評
議
会

お
知
ら
せ

《
香
典
返
し
》
御 

礼

〇
鍋
内　
フ
イ
子 

様

　
故　
ア
ン
ト
ニ
オ　
鍋
内　
清
一 

様

〇
岩
下　
雄
一 

様

　
故　
ス
テ
フ
ァ
ノ　
岩
下　
光
徳 

様

〇
永
尾　
マ
チ
エ 

様

　
故　
ペ
ト
ロ　
永
尾　
八
十
吉 

様

　

右
記
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に
代
え
、

ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。

　
御
礼
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

故
人
の
永
遠
の
安
息
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

 

編
集
後
記

　
気
持
ち
も
新
た
に
迎
え
た
新
年
も

早
一
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
広
報
委

員
会
は
早
く
も
司
祭
団
マ
ラ
ソ
ン
や

堅
信
式
の
取
材
を
行
い
、
さ
ら
に
今

後
は
信
徒
発
見
１
５
０
周
年
記
念
行

事
、
役
員
改
選
の
取
材
な
ど
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
今
年
も
忙
し
い
年
に

な
り
そ
う
で
す
。

　
皆
さ
ん
に
“
読
ん
で
も
ら
え
る
新

聞
”を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

行
事
だ
け
で
は
な
く
、
身
近
な
話
題

や
皆
さ
ん
の
意
見
も
ど
ん
ど
ん
掲
載

出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
Ｋ
）

　
昨
年
末
も
恒

例
の
ク
リ
ス
マ

ス
募
金
活
動
、

ク
リ
ス
マ
ス
夜

半
ミ
サ
後
の
ぜ

ん
ざ
い
サ
ー
ビ

ス
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
募
金

活
動
は
福
祉
委

員
会
、
ぜ
ん
ざ

い
サ
ー
ビ
ス
は

青
少
年
委
員
会

が
、
毎
年
師
走

の
慌
た
だ
し
い

中
、
寒
い
中
を

奉
仕
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
達
、
シ
ス
タ
ー
方
も

長
時
間
街
頭
に
立
ち
募
金
の
呼
び
か
け
を

行
っ
た
り
、
ぜ
ん
ざ
い
サ
ー
ビ
ス
の
手
伝

い
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
に
携
わ
っ
た
全
て
の
皆
さ
ん
、
大

変
お
疲
れ
様

で
し
た
。
そ

し
て
、
募
金

に
協
力
下

さ
っ
た
方
々
、

本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 下五島地区クリスマス街頭募金クリスマスミサ前の募金活動

クリスマス夜半ミサ後の
ぜんざいサービス

 

ク
リ
ス
マ
ス
募
金
活
動
・

　
　
　
ぜ
ん
ざ
い
サ
ー
ビ
ス

役
員
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

ま
た
、
個
人
で
も
参
列
出
来
ま
す

（
事
前
申
し
込
み
不
要
）。
詳
し
く
は
カ

ト
リ
ッ
ク
教
報
11
月
号
の
一
面
に
掲

載
（
ネ
ッ
ト
で
も
閲
覧
可
）
さ
れ
て
い

ま
す
。

◆
聖
週
間
の
ミ
サ
予
定

　
　
聖
木
曜
日
（
４
月
２
日
）

　
　
聖
金
曜
日
（
４
月
３
日
）

　
　
復
活
前
夜
祭
ミ
サ
（
４
月
４
日
）

　
　
　
19
時
よ
り

　
　
御
復
活
ミ
サ
（
４
月
５
日
）

　
　
　
６
時
、
９
時
の
２
回


